




































































ル（R.A. Dahl），リンドプローム（C.E. Lindblom），ゼラフィーム（H.-J. 
Seraphim），キルシェン（E.S. Kirschen），ハチスン（T.W. Hutchison) , 
ゲフゲン（G.Gafgen ），シュナイダァ（H.K. Schneider），クリューガア
(R. Kruger），マインホルト（W.Mei叶iold），メーラァ（F.Mehler），ツ



















































































































































































































































































































(i) 論理的価値判断（das logische W erturteil) 
この価値判断は論理あるいは思惟法則として思考の正しさについて判断する
ものであって，真理であるか否かの判断である。
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